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めざす生徒像：自らの志を語り、目標に向かって主体的に努力できる生徒 

めざす学校像：志を育む学校   学び合い、高め合う学校   信頼され、愛される学校 

   
  読書活動の充実 

生徒の豊かな人生と地域の未来を創り出すために、学校と家庭・地域が一体となって取り組む価値

のある活動が「読書」です。本校では、１２月１９日（水）、全校ブックトークを行いました。ブック

トークとは、５～６名のグループに分かれ、自分が読んだ本のおもし

ろいところ、感動したところを紹介し合う活動です。本校では初めて

のブックトークでしたが、生徒たちは自分の選んだ本について、意欲

的に語り合っていました。年明けには、ブックトークよりもハードル

の高い、ビブリオバトル（書評ゲーム）に取り組んでいきます。今後

も生徒が様々な本に触れ、自分の視野を広げたり、考えを深めたりで

きるようにしていきます。 

 

活用力コンテスト１ 
福島県は、小・中学生の活用力（各教科で学んだ知識・技能を活用する力）

を身に付けさせるために、国・数・英・理・社の各教科ごとに「活用力育成

シート」を作成し、各学校に配信しています。本校では、このシートを活用

して、「活用力コンテスト」（活コン）を実施しています。全校生は、昼や放

課後の２０分程度の時間を使って、シートにある

問題に挑戦しています。１回目のコンテストが終わり次第、成績優秀者は表

彰する予定です。生徒たちには「活コン」を通して、活用力について考えた

り、活用力を身に付けたりしてほしいと思います。 

 

   租税教室 

 １２月１９日（水）、３年生を対象とした「租税教室」（社会科）を実施し

ました。講師には、税理士の宗像住孝先生をお招きしました。生徒たちは小

学校時代から先生のお話を聞いていますが、先生の巧みな話術と身近な事

例に引き込まれ、終始楽しく授業を受けていました。今回の授業では、「収

入額が異なる人たちに、税をどのように負担してもらうことが公平と言え

るか？」「来年導入される消費税について、８％と１０％の境界はどのように決めたらよいか？」など、

身近で具体的な課題が出されました。次代を担う生徒たちが、民主主義

の根幹である租税の意義や役割を正しく理解し、社会の構成員として

税金を納め、その使い道に関心を持ち、さらには納税者として社会や国

の在り方を主体的に考えることの必要性を改めて認識しました。 

 



後期後半がスタート 

１７日間の冬季休業が終わり、１月８日（火）から後期後半が

始まりました。「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る」と言

われます。それを裏付けるように、後期後半の授業日は、３年生

が４５日、１・２年生が５１日です。今年度において最も短い授業期間でありながら、３年生には、

自らの目標や志を実現させるためのプロセスとなる高校入試があり、９年間の義務教育修了という節

目があります。３年生には、中学校卒業という新たなスタートの機会を存分に生かしてほしいと思い

ます。また、１・２年生には、今年度の学びの成果と課題を振り返り、次年度に自分がチャレンジす

ることを明確にしてほしいと思います。 

近年学校では、学習面から生活面に至るまで、手取り足取り手厚く面倒を見ることがよいものとさ

れ、“丁寧な指導”や“面倒見の良さ”をセールスポイントにすることが少なくありません。しかし、

大人が先回りして、手を掛けすぎて育てられた子どもの多くは、自律（自立）できなくなっていきま

す。そして、自分では解決できない問題やトラブルに直面すると、うまくいかない原因を自分以外の

周りに求め、安易に他人のせいにしてしまう傾向があるように思います。学校が質のいい授業や指導

を行うよう努力することは必要ですが、授業や勉強が分からないときは、子どもたちにも理解できる

ようにするための努力をさせたいものです。例えば、教科書を何度も読む、参考書などを使って調べ

るなど、自学の方法は色々あるでしょう。勿論、学校の先生や塾を頼りにすることも間違いではあり

ませんが、“過ぎたるは及ばざるが如し”で、他者に依存し過ぎる勉強の仕方には危ういものがあり

ます。なぜならば、そのような主体的とは言えない学び方は、高校から先の段階では通用しないから

です。勉強や学ぶことの最終ゴールは、自学や独学にあることを子どもたちにはしっかりと教えてい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

  

各種表彰 
  

◎ 田村市発明工夫展： 最優秀賞 ２年女子 

◎ 田村地区造形展： 特選 １年男子   １年女子   ２年女子   ２年女子 

３年女子 

 ◎ 福島県中学校生徒造形作品研究会・秀作審査会 特選 

   １年女子   ２年女子   ２年女子   ２年女子   ３年男子   

３年女子   ３年女子 

◎ 全国中学生人権作文コンテスト福島県大会： 奨励賞 ３年女子 

           同         ： 学校賞 都路中学校 

  


